






















 

 

視察報告書 
 

 

報告者氏名  矢口輝美  

 

１ 委員会名 

  教育福祉委員会 

 

２ 期  日 令和６年１１月１１日（月）～同１３日（水）２泊３日 

 

３ 視察地及び調査事項 

 

（１）山梨県甲府市 

 ア 健康都市宣言後の新たな事業について 

 

「甲府市の健康施策について」～健康都市宣言後の取組み～ 

 

【甲府市の健康づくり】 

 

令和元年９月 健康都市宣言 

 

１．自分の健康は自分で守り、日頃から心と体の健康管理に努めます 

１．家庭や学校での健康教育を通じ、子どもたちの健康づくりに努めます 

１．地域の人々との交流により仲間意識を高め、地域全体で協働による健康づくりに

努めます 

１．地域と企業が連携し、地域ぐるみで健康に働ける環境づくりに努めます 

１．良好な生活環境の維持向上を図り、市民と地域の健康づくりを応援するまちの実

現に努めます 

 

人：一人ひとりが元気に！ 

地域：地域社会が元気に！ 

まち：甲府市が元気に！ 

 

【人の健康づくり】 

 

〇健康ポイント事業（令和３年～令和５年） 

参加者へ紙の健康手帳を配付、獲得ポイントに応じて景品を交換 

健康意識の醸成を目的とした 

 

・事業構想はタニタ、山梨学院大学と、データ分析は山梨学院大学に依頼。 

（＊山梨学院大学とは包括協定を結んでおり本事業はスポーツ科学部と連携。） 

・実際に景品に交換をした方は想定内で予算内で収まった。 

 

紙媒体ではなく、データで管理したいという声から、 



 

 

〇アプリを活用した健康づくり支援事業（令和５年～）に移行。 

（一日 8000 歩歩く 健康診断を受けるとポイントがもらえる等、健康の見える化を図

り、ポイントは電子マネーと交換出来る。） 

 

体重と身長を入力してもらうことで、ＢＭＩを見ることが出来ること、スタートする

時にアンケートを取るので、健康意識の醸成、行動変容につながったかどうかを確認

できる。 

データの活用はこれから。 

 

 

 

〇高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施（令和４年～） 

 

ハイリスクアプローチ 

３か月血糖チャレンジ：医師との連携により、糖尿病重症化を予防 

げんきお届け隊：健康状態不明者の状況把握を行い、適切な保健・介護予防事業に繋

ぐ 

ポピュレーションアプローチ 

健康づくり同窓会：フレイル予防や健康づくり等への関心を高め、生活習慣の改善や

検診受診・適正な医療に繋げ、健康寿命の延伸を図ることを目的に、健康教室（小学

校区ごとに実施）を開催 

 

 

【地域の健康づくり】 

 

〇健康チャレンジ表彰（令和３～４年度） 

 

健康づくりについて顕著な取り組みが見られる団体や個人を、事業所部門／団体・グ

ループ部門／健康リーダー等活動部門の３部門で選考し表彰。活動事例集にまとめ、

広く発信した。 

 

〇健康リーダー養成講座（令和３年～） 

 

健康ポイント実証事業の検証結果により、行動変容には一人ではなく、グループや地

域で取り組むことが有効ということがわかり、行動変容を促す役割を担う人材「健康

リーダー」を養成。 

養成講座（全５回）（講師；山梨学院大学スポーツ科学部） 

修了者へのフォローアップ講座（講師：山梨学院大学スポーツ科学部） 

 

実績 令和３年度 27名 令和４年度 26名・フォローアップ講座参加者 12名 

令和５年度フォローアップ講座参加者 43名 

令和６年度は 18名が参加 

 

健康リーダーには、地区で声掛けをして自分で活動する場を持つことをお願いしてい



 

 

るが、自分で活動できる人はなかなかいないため、フォローアップ講座などで成功体

験を共有しながら横のつながりを広げている 

 

 

〇民間と連携した働き盛り世代の健康づくり支援（令和５年～） 

 

自身の健康について優先順位が低くなりがちな働き盛り世代が、健康で元気なうちか

ら健康づくりを習慣化し、健康寿命の延伸に繋げるため、市内事業所に対しヘルスケ

ア関連事業の持つ健康づくりコンテンツを提供 

 

令和５年度 ＲＩＺＡＰによる運動習慣・食改善などの健康づくりに繋がるセミナー

を開催（全３回・オンライン）参加者 598名（延べ人数） 

 

令和６年度 東急不動産による栄養セミナー・健康体操などを取り入れた健康セミナ

ーを開催（全４回・オンラインとリアルのハイブリッド形式） 

 

 

健康都市宣言５年記念事業（令和５年１２月 10日実施） 

楽しみながら体を動かせるニュースポーツ体験や健康についての学びを体験できる健

康ブースの出展や親子３世代で楽しめるイベントを開催し、3830 名の来場者があっ

た。 

 

【街の健康づくり】 

 

〇「甲府市の歌」をきっかけとする運動習慣づくり 

〇事業所対抗大運動会 

 

 

【人の健康と地域の健康を考える事業】 

 

・がん患者アピアランスケア支援事業 

普及啓発につとめている 

 

・食からのフレイル予防事業の充実 

専門職（保健師）が構想 PDCA サイクルをまわしていく（担当地域の課題 どういっ

た取り組みが必要なのかを考えている）＊職員 42 名中 23 名が保健師 1 人２～４地区

を担当している 

 

ハイリスクアプローチ 

おいし食・楽しく・元気塾（令和元年～） 

65 歳以上の低栄養傾向の方を対象とし、自ら計画した個別計画に基づき取り組みを継

続的に行うフレイル予防教室を多職種で実施。ＢＭＩやパタカ測定などの結果により

取り組みの評価を行う 

 



 

 

ポピュレーションアプローチ 

・歯つらつ歯っぴーキャラバン 

食事や口腔に認知症予防の視点を加えた出前講座と個別支援を実施。 

 

・初心者向け男性料理教室 

 

・啓発ツール等を用いた普及啓発 

 

【所感】 

健康宣言後、いろいろな観点から事業を構築、大学との連携による相乗効果でよりよ

い事業になっていると感じた。ハイリスクアプローチと、ポピュレーションアプロー

チをしっかり分けて考えることで、いろいろな人にアプローチ出来ている。特に地区

ごとに保健師を置き、その地区ごとの課題を整理し、事業化していく手法は流山でも

取り組むべきだと思う。人は皆、年を取っていく。今が健康であっても、徐々に体力

が衰えたり、家族構成の変更があったりして、様々な要因により健康を害する可能性

はある。職員の皆さんが、事業ひとつひとつをしっかり考え、検証し、よりよいもの

にしていることが良くわかった。 

 

 

（２）長野県松本市 

ア 子どもの権利に関する条例について 

 

【松本市の組織】 

 

こども部 

〇こども育成課 

・子どもの権利に関すること 

・青少年健全育成事業 

・子育て支援事業 

〇こども福祉部 

・子どもに係る経済的支援に関すること 

・虐待、ひとり親、ＤＶ相談と支援 

〇こども発達支援課 

・子どもの発達支援、相談に関すること 

・インクルーシブセンター事業に関すること 

〇保育課 

・保育園に関すること 

・幼稚園に関すること 

 

【子育て支援＋こども支援】 

 

松本市第１１次基本計画では、子ども施策が分野１に位置づけられている。 

・安心して結婚・・出産・育児ができる環境の整備 

・すべての子どもにやさしいまちづくりの実現 



 

 

 

【松本市子どもの権利に関する条例制定までの経緯】 

 

平成２０年度 庁内関係課において子どもの権利について調整会議を開催 

平成２１年度 こども部設置 

平成２２年度 松本市青少年問題協議会において、子どもの権利について検討する小

委員会を設置 

平成２３年度 松本市子どもの権利検討委員会を設置 

平成２４年度 委員会で条例化の必要性を盛り込んだ最終報告書を市長へ提出 

       平成２５年市議会２月定例会を経て、条例を制定 

平成２５年度 ４月に条例施行 

       ６月に松本市子どもにやさしいまちづくり委員会を設置 

       ７月に松本市子どもの権利相談室こころの鈴を開設 

 

【松本市が目指す「すべての子どもにやさしいまち」】 

 

・どの子もいのちと健康が守られ、本来もっている生きる力を高めながら、社会の一

員として成長できるまち 

・どの子も愛され、大切に育まれ、認められ、家庭や学校、地域などで安心して生き

ることができるまち 

・どの子も松本の豊かな美しい自然と文化のなかで、のびのびと育つまち 

・どの子も地域のつながりのなかで、遊び、学び、活動することができるまち 

・どの子も自由に学び、そのための情報が得られ、支援が受けられ、自分の考えや意

見を表現でき、尊重されるまち 

・どの子もいろいろなことに挑戦し、たとえ失敗しても再挑戦できるまち 

 

【条例制定後の取組】 

平成２６年度 松本市子どもにやさしいまちづくり推進計画策定 

 

平成２７年度 子どもの権利アンケート調査を実施 

平成２８年度 アンケート結果を検証し、４つのワーキンググループを構成し、責任

者会議を実施 

平成２９年度 推進計画の評価・検証結果を中間報告書にまとめ市長に提出 

平成３０年度 次期計画策定のためのアンケート調査、聞き取りを実施 

令和元年度 第二次推進計画策定 

令和３年度 第二次推進計画中間報告策定のためのアンケート調査を実施 

令和４年度 第二次推進計画の評価・検証結果を中間報告書にまとめ市長に鄭州 t 

令和５年度 条例施行１０周年記念講演実施 

 

条例の推進のため、実態調査（アンケート・聞き取り）を実施、子どもにやさしいま

ちづくり委員会と、庁内調整会議で検証し、子どもにやさしいまちづくり推進計画に

反映している。 

 

【松本市子どもにやさしいまちづくり委員会】 



 

 

平成２５年６月に条例を総合的かつ継続的に推進するとともに、施策の実施状況を検

証するための場として、市民・有識者１５名による「子どもにやさしいまちづくり委

員会」を設置 

 

【松本市子どもにやさしいまちづくり推進計画】 

 

〇策定の趣旨 

条例は子どもが一人の人間として、成長、自立していくために、市全体で子どもの育

ちを支えていくための共通の基盤となるもの。こどもの支援だけでなく、子育てに関

わる人たちを支援していく指針でもある 

 

〇計画の位置づけ 

子どもの権利条例第２２条に基づき策定するもので、子どもの権利を実現する、子ど

もにやさしいまちづくりを総合的、継続的に推進するための「子ども計画」 

 

〇計画の進め方 

松本市総合計画を含め、子どもの権利を保障する視点から、子どもに関わる他の計画

と整合を図りながら、実施事業の進捗状況等について、子どもにやさしいまちづくり

庁内推進会議で評価・検証するとともに、まちづくり委員会で調査・審議・検証を行

い、計画を推進する。 

 

【まつもと子ども未来委員会へのヒアリングの実施】 

・相談などの体制について 

・子どもの居場所について 

・子どもの権利・こころの鈴（子どもの権利相談室）等のＰＲについて 

・未来委員会について 

 

【子どもの権利推進事業の取組内容】 

〇子どもの権利相談室「こころの鈴」 

子どもの権利侵害に対して、速やかで効果的な救済に取り組み、回復を支援するため

に設置。 

 

子どもの権利擁護委員３名、室長１名、調査相談員３名、事務局は松本市こども部こ

ども育成課こども政策が担当。 

 

子どもからの相談を公的第三者機関である子どもの権利擁護委員、こころの鈴で受け

る。（状況確認→意思確認→事実確認→協力依頼→見守り） 

 

子どもたちの相談内容は、交友関係、家族関係、教職員との関係、心の関係など。 

 

〇子どもの権利の普及啓発 

 

〇まつもと子どもスマイル運動の実施 

大人と子どもが積極的に関わりを持つことにより、共に笑顔で暮らせる地域社会を目



 

 

指すため、登録制により配布した「スマイルバンド」を身に着けた大人が、子どもの

登下校時の見守りや、笑顔で声掛けなどを行う事業を実施。登録者数 1364名。 

 

〇子どもの意見表明・参加の促進 

まつもと子ども未来委員会 

他都市の子どもとの交流事業 

 

〇子どもの居場所づくりの推進 

 

【所感】 

子ども達が、学校ではない公的第三者機関に相談できる場所があることが、どれだけ

大事なのかがよくわかった。こころの鈴で、丁寧に聞き取りを行い、本人の意思を尊

重した支援をすることで、他機関も子どもの権利について学ぶことが出来ているのだ

と感じた。ただ、子どもの悩みは一人ひとり違い、すべての子どもを救済することは

難しいと感じていること、他のどこの機関でもいいから、子ども達が相談して欲しい

という話が印象的だった。相談員は、相談してきた子が近所のおばちゃんに話してい

るような雰囲気が一番大事とのこと。やはり地域におせっかいなおばちゃんを増やす

ことが大事だと思う。 

 

 

                             

（３）長野県長野市 

ア 長野市障害者にやさしいお店登録制度事業について 

 

【長野市の現状】 

身体障害者手帳保持者数 障害者 13,753人 障害児 199人 計 13,952人 

療育手帳保持者数 障害者 2,984人 障害児 751人 計 3,735人 

精神障害者手帳保持者数 障害者 5,128人 障害児 194人 計 5,322人 

＊療育手帳保持者数・精神障害者保持者数が増加傾向 

 

障害のある人もない人も、共に生きる社会を目指し、障害のある人が安心してサービ

スを利用できるように、「心のバリアフリー」の気持ちのある店を「長野市やさしいお

店」として登録してもらい、障害のある人の社会参加を応援していくために、長野市

障害者にやさしいお店事業をスタート。 

 

〇これまでの経緯 

平成 30 年 当事者、民間事業所、福祉関係者、行政がメンバーとなりやさしいお店プ

ロジェクト始動 

令和２年 事業スタート（登録１号店は「そば亭油や」） 

 

タウンミーティングや、登録店交流会などを実施 

 

〇登録方法 

①「やさしいお店づくりマニュアル」を読み基本事項を理解 



 

 

②長野市に「登録申込書」を提出 

③長野市から「ステッカー」「リーフレット」を送付 

④入口等にステッカー、店内にリーフレットを掲示 

 

〇やさしいお店づくりのポイント 

①心のバリアフリーを大切にする 

②入店拒否・サービス拒否はしない 

③求めに応じて適切な配慮をする 

 

〇やさしいお店が目指すもの 

①ユニバーサルな店づくり 

②障害のある人の社会参加を応援 

③対話を通して理解を深める 

 

登録数 450（小売店 146 飲食店 81 サービス業 62 その他 161） 

 

【所感】 

やさしいお店の登録が、障害のある人の社会参加を応援するスタートと考えていると

いうお話が説明者からあった。障害のある人を差別するのではなく、理解を広げるた

めの事業であり、当事者が中心となって取り組んでいることで、本当に望んでいるこ

とを常に確認しながら進めている。出来ないことをお願いしたいのではなく、出来る

範囲で出来ることをして欲しいという点が重要であり、登録数が 1000 件に達するまで

には、多くの場で理解が進んでいくと思う。障害者の方のために何をしてあげられる

のかではなく、普通にみんなと同じように生活をしていく上で必要な配慮を市全体で

理解していくことが出来たら、長野市はやさしいお店がいっぱいの「みんなにやさし

いまち」になるのだと思う。 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   桑 畑 伴 子     

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  

令和６年１１月１１日（月）～同１３日（水）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 山 梨 県 甲 府 市  

   ア  健 康 都 市 宣 言 後 の 新 た な 事 業 に つ い て  

 （ ２ ） 長 野 県 松 本 市  

   ア  子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 に つ い て  

 （ ３ ） 長 野 県 長 野 市  

   ア  長 野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 登 録 制 度 事 業 に つ い て  

４  所 感 等  

（ １ ）  山 梨 県 甲 府 市  

「 健 康 都 市 宣 言 後 の 新 た な 事 業 に つ い て 」  

甲 府 市 で は 、 「 人 」 「 地 域 」 「 ま ち 」 の 健 康 づ く り を 推 進 し 、

み ん な が 健 康 で 笑 顔 が 絶 え な い 「 元 気 C i t y こ う ふ 」 を 目 指 し

て 取 り 組 ん で い る 。 令 和 元 年 度 ９ 月 １ ９ 日 に 「 健 康 都 市 宣 言 」  

を 制 定 し た 。 「 人 」 「 地 域 」 「 ま ち 」 の ３ つ の 健 康 づ く り に つ

い て 、 ま ず 「 人 」 の 健 康 づ く り で は 、 １ ， 健 康 ポ イ ン ト 事 業 。

１ ， ア プ リ を 利 用 し た 健 康 づ く り 支 援 事 業 １ ， 高 齢 者 の 保 健 事

業 と 介 護 予 防 の 一 体 的 実 施 。 を 挙 げ て い る 。  

健 康 ポ イ ン ト 事 業 に つ い て は 令 和 ３ 年 か ら ５ 年 ま で 紙 の 健 康

手 帳 を 希 望 者 に 配 り 、 健 康 意 識 の 醸 成 や 健 康 づ く り 活 動 の 習 慣

化 を 目 的 と し て １ ８ 歳 以 上 の 市 民 が 対 象 で 開 始 し 令 和 ３ 年 度

は １ ２ １ ７ 名 。 令 和 ５ 年 度 は ５ ９ ５ 名 の 方 が 登 録 。 登 録 さ れ た

方 か ら の 声 は 、 血 圧 ・ 体 温 ・ 体 重 ・ 歩 数 を 毎 日 記 入 す る 事 に よ



っ て 自 分 の 健 康 管 理 や 意 識 が 高 ま り よ り 健 康 的 な 生 活 が で き

る よ う に な っ た 。 ウ ォ ー キ ン グ の 他 、 朝 の 体 操 も 続 け て い る 。

健 康 の 為 こ れ か ら も 続 け て い き た い 。 な ど の 声 が あ っ た 。 一 方

で 、 紙 の 健 康 手 帳 に 記 入 す る の が 大 変 だ か ら ア プ リ に し て も ら

え る と 助 か る 。 と い う 声 も あ っ た こ と や 、 な か な か イ ベ ン ト に

参 加 が 出 来 ず ポ イ ン ト が た ま ら な か っ た 。 事 業 の 効 果 検 証 が 困

難 で あ る こ と か ら 、 国 の 進 め る デ ー タ ー ヘ ル ス 改 革 な ど を 踏 ま

え 、 令 和 ５ 年 １ １ 月 か ら 「 こ う ふ 健 康 ア プ リ 」 の 運 用 を 開 始 し

た 。 ア プ リ 内 の ポ イ ン ト は 電 子 マ ネ ー と 交 換 で き る と い う こ と

が と て も 喜 ば れ る 取 り 組 み で は な い か と 思 っ た 。  

ア プ リ 内 で 歩 数 ・ 食 事 ・ 睡 眠 等 の 記 録 管 理 。 A I に よ っ て 体 重 予

測 ・ 食 事 改 善 ア ド バ イ ス が 受 け ら れ る 等 、 健 康 づ く り の 習 慣 化

に 対 し て の 取 り 組 み に 力 を 入 れ て い る こ と が わ か り 、 始 め た ば

か り の ア プ リ で 、 こ れ か ら 検 証 し て い か れ る と は 思 う が 、 意 識

づ け の 効 果 や ア プ リ の 活 用 人 数 の 増 減 、 健 康 デ ー タ ー の な ど の

結 果 が 見 え る こ と で や る 気 が わ か る こ と 、 ま た 意 識 を 高 め る の

が 事 業 の 効 果 で あ る と い う こ と で 、 楽 し く で き る の で は な い か

と 思 っ た 。  

高 齢 者 の 保 健 事 業 と 介 護 予 防 の 一 体 的 実 施 に つ い て 、 「 ３ か 月

血 糖 チ ャ レ ン ジ 」 「 げ ん き お 届 け 隊 」 「 健 康 づ く り 同 窓 会 」 の

３ つ の 事 業 を 実 施 。 こ の 事 業 で は 、 早 期 支 援 に 結 び つ け る 。 適

切 な 保 険 ・ 介 護 予 防 事 業 に 繋 ぐ 。 生 活 習 慣 の 改 善 や 健 診 受 診 ・

適 正 な 医 療 に 繋 げ る こ と を 行 っ て い る 。  

自 分 の 健 康 は 自 分 で 守 り 、 日 頃 か ら 心 と 体 の 健 康 管 理 に 努 め る

取 り 組 み を 、 積 極 的 に 取 り 組 め る よ う に 推 進 し て い く こ と が 大

事 だ と 思 う 。  

次 に 、 「 地 域 」 の 健 康 づ く り で は 、 「 健 康 チ ャ レ ン ジ 表 彰 」 で

は 健 康 づ く り に つ い て 顕 著 な 取 り 組 み が 見 ら れ る 団 体 や 個 人 に

表 彰 し 、 そ の こ と を 広 く 発 信 す る た め 「 活 動 事 例 集 」 を 作 っ て

い る こ と や ホ ー ム ペ ー ジ で お 知 ら せ を し て 働 き 盛 り の 健 康 づ く

り の 推 進 を し て い る 。  

「 健 康 リ ー ダ ー 養 成 事 業 」 は 、 ５ 回 の 講 座 を 受 け て 地 域 で 活 動

を す る こ と を 目 的 と し て い る 事 業 で 、 健 康 リ ー ダ ー を 養 成 し て



し 、地 域 で 活 躍 を し て い る 。 7 0 代 の 方 が リ ー ダ ー と な り 活 躍 し

て い る 。課 題 と し て 、健 康 リ ー ダ ー と な っ て も 活 動 の 場 が 無 い 。

ど の よ う に 活 躍 の 場 を 広 げ て い く の か 健 康 リ ー ダ ー が 活 動 で き

る よ う に 場 所 や 人 の 確 保 な ど 工 夫 が 必 要 。  

「 民 間 企 業 と 連 携 し た 働 き 盛 り 世 代 の 健 康 づ く り 支 援 事 業 」は 、

ラ イ ザ ッ プ に よ る 「 運 動 習 慣 」 「 食 の 改 善 」 な ど の 健 康 づ く り

に つ な が る セ ミ ナ ー を ３ 回 開 催 オ ン ラ イ ン で 開 催 。 今 年 度 は 、

東 急 不 動 産 に 委 託 し て 「 栄 養 セ ミ ナ ー 」 「 健 康 体 操 」 な ど を 取

り 入 れ た 健 康 セ ミ ナ ー を ４ 回 オ ン ラ イ ン と リ ア ル の ハ イ ブ リ ッ

ド 形 式 で 開 催 さ れ た 。 働 き 盛 り の 方 へ の 取 り 組 み は 時 間 帯 や 、

短 時 間 で で き る な ど 、 参 加 し や す い 工 夫 も さ れ て い た 。  

次 に 、 「 ま ち 」 の 健 康 づ く り に つ い て 。 健 康 都 市 宣 言 ５ 周 年 記

念 事 業 と し て 楽 し み な が ら 体 を 動 か せ る ニ ュ ー ス ポ ー ツ 体 験 、

健 康 に つ い て 学 べ る 健 康 ブ ー ス の 出 展 な ど 親 子 ３ 世 代 で 楽 し め

る イ ベ ン ト を 開 催 し ３ ８ ３ ０ 名 参 加 。 ま た 、 甲 府 市 に は 「 甲 府

市 の 歌 」 が 市 民 に 馴 染 ん で い る と い う こ と も あ り そ の 歌 に 合 わ

せ て 、 健 康 体 操 を 行 っ て い る 。 更 に 歌 に 合 わ せ て ５ 種 類 の 健 康

体 操 が あ り 体 調 に あ わ せ て 選 ぶ こ と が で き る 工 夫 が な さ れ て い

る 。 ま た 、 事 業 者 対 抗 大 運 動 会 を 来 年 開 催 予 定 で 、 内 容 と し て

は 、 子 供 か ら 大 人 ま で 楽 し め る よ う な 運 動 や 競 技 。 大 人 も 夢 中

に な れ る 競 技 も い れ て 大 運 動 会 を 開 催 す る と い っ た 大 イ ベ ン ト

も 魅 力 的 で あ る 。 流 山 市 も 健 康 都 市 宣 言 を し て 健 康 の た め に

様 々 事 業 を 行 っ て い る が 参 考 に し て い き た い 。  

 

（ ２ ）  長 野 県 松 本 市  

「 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 に つ い て 」  

松 本 市 は 、 子 ど も の 権 利 条 例 が 制 定 さ れ て １ ０ 年 と な っ た 。 平

成 ２ ５ 年 ４ 月 に 条 例 を 施 行 、 ６ 月 に 「 松 本 市 子 ど も に や さ し い

ま ち づ く り 委 員 会 」 を 設 置 し 、 ７ 月 に 「 松 本 市 子 ど も の 権 利 相

談 室  こ こ ろ の 鈴 」 を 開 設 し た 。 以 後 「 松 本 市 子 ど も に や さ し

い ま ち づ く り 委 員 会 」 が 子 ど も の 施 策 の 推 進 状 況 の 検 証 を し て

い る 。 条 例 が 施 行 さ れ る ま で に ６ 年 か か っ て い る 。  

そ の ６ 年 間 の こ と を 知 っ て い る 人 が 今 は 、 誰 も い な い と い う こ



と で 、 当 時 の こ と を 聞 く こ と が で き な か っ た の が 残 念 で あ っ た 。 

松 本 市 は 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 の 種 類 は 総 合 条 例 「 理 念 、

権 利 へ の 責 務 、 参 加 や 救 済 の 仕 組 み 等 」 で 、 子 ど も の 権 利 の 理

念 を 実 現 す る た め に 、 市 ・ 家 庭 ・ 学 校 な ど の 施 設 、 地 域 で の 大

人 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 子 ど も に 係 る 大 人 が 連 携 し 、

協 働 し て 、 す べ て の 子 ど も に や さ し い ま ち づ く り を 総 合 的 、 継

続 的 に 進 め て い る 。 ま ず は 子 ど も の 声 を 聞 く 為 に 子 ど も た ち に

ヒ ア リ ン グ を 行 っ た 結 果 が 、 相 談 等 の 体 制 に つ い て は 、 知 ら な

い 人 に 相 談 す る の は 勇 気 が い る の で 優 し い 身 近 な 大 人 や 年 の

近 い 人 等 、 相 談 し や す い 人 が い て ほ し い 。 身 近 な 大 人 に 相 談 す

る こ と で 安 心 し て 相 談 で き る 。  

ま た 、 子 ど も の 居 場 所 に つ い て は 、 体 を 動 か し て 遊 べ る 場 所 は

あ る が 、 静 か で 落 ち 着 く と こ ろ が 限 ら れ て い る 。 い つ で も だ れ

で も 、 無 料 で 使 え る 居 場 所 が 欲 し い 。 な ど 、 子 ど も た ち も 多 様

な 居 場 所 を 求 め て い る こ と が 分 か っ た 。  

流 山 市 に お い て も 子 ど も の 居 場 所 作 り は 必 要 と し て 取 り 組 ん

で い る 。 こ ど も の 居 場 所 も 子 ど も た ち の 意 見 を 聞 い て 検 討 を し

て も 良 い の で は な い だ ろ う か 。  

子 ど も の 権 利 条 例 が 出 来 て か ら も 、 周 知 が 課 題 だ と 言 わ れ て い

た が 、 周 知 に つ い て は 、 ど こ の 自 治 体 も 課 題 で あ る と  

聞 い た こ と が あ る と こ ろ か ら 、 内 容 を あ る 程 度 わ か る と な る ま

で 、 ど の よ う に し た ら よ い の か 。 子 ど も た ち よ り も 大 人 が ま ず

知 る こ と が 大 事 だ と 思 う 。  

子 ど も の 権 利 推 進 事 業 の 取 り 組 み で 、 子 ど も の 権 利 相 談 室 「 こ

こ ろ の 鈴 」 に つ い て 。 松 本 市 の 特 徴 と し て 、 松 本 市 子 ど も の 権

利 擁 護 委 員 を ３ 名 お い て い る 。  

「 こ こ ろ の 鈴 」 で は 相 談 か ら 解 決 に 向 け て 公 的 第 三 者 機 関 の 立

場 で 具 体 的 、 個 別 的 な 救 済 活 動 を 行 う こ と が 大 き な 特 徴 と な っ

て い る 。 「 こ こ ろ の 鈴 」 で は 小 学 生 、 中 学 生 、 高 校 生 、 子 ど も

に 係 る 関 係 者 か ら 相 談 を 受 け て い る 。  

相 談 の エ ピ ソ ー ド の 中 で 、 普 及 啓 発 の た め 、 子 ど も た ち に こ こ

ろ の 鈴 の 連 絡 先 が 載 っ て い る カ ー ド を 毎 年 配 っ て い た 。 こ ど も

が そ の カ ー ド を 大 事 に 持 っ て い た こ と で 支 援 に つ な が っ た 事



は と て も 感 動 的 な 話 で あ っ た 。  

次 に 、 子 供 の 意 見 表 明 、 参 加 の 促 進 で は 、 １ 年 ご と に 、 ま つ も

と 子 ど も 未 来 委 員 会 を 開 催 し て 、 ３ ０ か ら ４ ５ 名 の 小 学 ５ 年 生

か ら 高 校 ３ 年 生 が 委 員 と な り 、 市 内 視 察 研 修 、 市 議 会 議 員 と の

意 見 交 換 会 、 市 長 へ の 提 言 ・ 活 動 発 表 な ど も 行 っ て い る 。  

ま た 、 他 都 市 の 子 ど も た ち と の 交 流 事 業 や 全 国 自 治 体 シ ン ポ ジ

ウ ム 等 に も 参 加 さ れ 発 表 し て い る 。  

本 市 に お い て も 、 子 ど も 会 議 を 行 い と て も 素 晴 ら し い 意 見 や 発

言 が あ り 生 き 生 き し て い る 姿 は 、 と て も 素 晴 ら し か っ た 。 毎 年

子 ど も た ち の 意 見 表 明 が で き る よ う な 働 き 掛 け が 必 要 だ と 感

じ た 。  

 

（ ３ ） 長 野 県 長 野 市                              

 「 長 野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 登 録 制 度 に つ い て 」                              

                              

  長 野 市 内 の 障 害 者 の 状 況 は 身 体 障 害 者 手 帳 所 持 者 が 減 少 傾 向 。

療 育 手 帳 所 持 者 は 増 加 。 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 保 持 者 は 増 加

傾 向 に あ る 。 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 障 害 者 差 別 解 消 法 が 施 行 さ れ 、 令

和 ６ 年 ４ 月 1 日 か ら 合 理 的 配 慮 の 提 供 が 義 務 化 さ れ た 。  

「 長 野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 」 の 登 録 は 、 障 害 の あ る 人 を 特

別 視 す る こ と な く 、 障 害 の あ る 人 が 安 心 し て サ ー ビ ス を 利 用 で

き る 「 心 の バ リ ア フ リ ー 」 の 気 持 ち の あ る 店 を 「 長 野 市 優 し い

お 店 」 と し て 登 録 し て も ら い 、 障 害 の あ る 人 の 社 会 参 加 を 応 援

し て い く も の と し て 始 め た 事 業 で あ る 。  

障 害 者 の 方 同 士 で 、 こ の 取 り 組 み を 進 め る に あ た り 、 話 し 合 い

が 思 う よ う に い か ず 、 個 々 の 思 い が 強 く な か な か ま と め る の が

大 変 だ っ た 当 時 の ご 苦 労 を 話 し て い た だ い た 。  

一 方 、 お 店 の 方 も 階 段 を バ リ ア フ リ ー に す る こ と は で き な い 。

車 い す の 方 は 難 し い と い う 声 が あ っ た よ う だ が 、 何 度 も 話 し 合

っ て 心 の バ リ ア フ リ ー と し て 、 理 解 し て い た だ け た お 店 も あ る

よ う で あ っ た 。  

令 和 2 年 に 事 業 が ス タ ー ト し 、 タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ 「 や さ し い

お 店 登 録 制 度 説 明 会 」 を 行 っ た が 、 コ ロ ナ 禍 で な か な か 思 う よ



う に 進 ま な か っ た が 、 理 解 を し て 貼 ら せ て い た だ け る 店 が 少 し

ず つ 増 え て い っ た 。 し か し 進 ん で い な い の が 現 状 で あ る と の こ

と 。  

ま た 、 障 害 者 の 理 解 が ま だ で き て い な い の で は な い か と 、 そ の

た め に は 、 多 く の 方 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 大 切 だ と 話 を い

た だ い た 。                             

  障 害 者 の 方 が 入 店 拒 否 を さ れ た こ と の 実 話 を 聞 い て 、 大 変 驚

い た 。 お 店 側 も ど の 様 に 対 応 し た ら よ い の か わ か ら な い と い う

話 も あ っ た 。  

 や さ し い お 店 作 り の 取 り 組 み は 、 観 光 地 で も あ り 、 様 々 な 方 が

来 ら れ る な か で こ の 事 業 は 安 心 し て 長 野 市 に 観 光 に 来 ら れ る と

良 い 取 り 組 み だ と 思 う 。 そ れ も 、 障 害 を 抱 え て い る 方 同 士 で 話

し 合 い を し て 事 業 が 進 め ら れ た こ と に 感 銘 を 受 け た 。  

ど ん な お 店 で も 入 れ る よ う に な る こ と が 理 想 で は あ る が 、 心 の

バ リ ア フ リ ー が 広 が る よ う に こ れ か ら も 続 け て 頂 き た い 。 市 政

に 生 か し て い け る よ う 調 査 研 究 し て い き た い 。                            
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報 告 者 氏 名   乾   え り      

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  

令和６年１１月１１日（月）～同１３日（水）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 山 梨 県 甲 府 市  

   ア  健 康 都 市 宣 言 後 の 新 た な 事 業 に つ い て  

 （ ２ ） 長 野 県 松 本 市  

   ア  子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 に つ い て  

 （ ３ ） 長 野 県 長 野 市  

   ア  長 野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 登 録 制 度 事 業 に つ い て  

 

４  所 感 等  

（ １ ）  甲 府 市 「 健 康 都 市 宣 言 後 の 新 た な 事 業 に つ い て 」  

 甲 府 市 は 令 和 元 年（ ２ ０ １ ９ 年 ）に 健 康 都 市 宣 言 を 行 っ て お り 、

健 康 ポ イ ン ト の と り く み （ 紙 の 手 帳 → Ｒ ５ よ り ア プ リ に よ る も の

に 移 行 ） 、 健 康 フ ェ ス タ や 事 業 所 対 抗 運 動 会 な ど 、 手 軽 な 健 康 づ

く り へ の ア プ ロ ー チ が し や す い よ う に す る 努 力 を 感 じ た 。  

 説 明 い た だ い た も の の 中 で は 、 ポ イ ン ト へ の 健 康 診 断 受 診 の 反

映 や 、 「 血 糖 チ ャ レ ン ジ 」 な ど の 医 療 と の 連 携 が あ っ た が 、 健 康

を 考 え る 上 で は 、 も う 少 し 医 療 と の 連 携 が 必 要 の よ う に 感 じ た 。  

 専 任 の 地 区 担 当 保 健 師 が い る と い う こ と で 、 流 山 で も 保 健 師 が

他 の 事 業 と 兼 任 で な い 体 制 を と れ る 必 要 が あ る の で は な い か と 思

っ た 。  

（ ２ ）  松 本 市 「 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 に つ い て 」  

 松 本 市 は 、 平 成 ２ ０ 年 （ ２ ０ ０ ８ 年 ） か ら 子 ど も の 権 利 に つ い



て の 調 整 会 議 な ど で 準 備 を し 、 平 成 ２ ５ 年 ２ 月 に 「 子 ど も の 権 利

に 関 す る 条 例 」 を 制 定 、 ４ 月 よ り 施 行 、 同 年 ６ 月 に は 取 り 組 み を

検 証 す る 「 松 本 市 子 ど も に や さ し い ま ち づ く り 委 員 会 」 を 設 置 、

７ 月 に は 同 条 例 施 行 規 則 に 基 づ き 「 松 本 市 子 ど も の 権 利 相 談 室 こ

こ ろ の 鈴 」 を 開 設 し て い る 。 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 の 種 類 と

し て は 、 理 念 、 権 利 へ の 責 務 、 参 加 や 救 済 の 仕 組 み 等 を も つ 「 総

合 条 例 」 で あ る 。  

 松 本 市 の 条 例 の 特 徴 は 、 子 ど も の 権 利 侵 害 に 対 し て 、 速 や か で

効 果 的 な 救 済 に 取 り 組 み 、 回 復 を 支 援 す る た め 「 松 本 市 子 ど も の

権 利 擁 護 委 員 」 を 置 い て い る こ と （ 第 １ ６ 条 ） で あ る 。  

 松 本 市 か ら の 説 明 で も 特 徴 と し て 語 ら れ た 、 公 的 第 三 者 機 関 と

し て の 子 ど も の 権 利 擁 護 委 員 と 相 談 室 「 こ こ ろ の 鈴 」 が と て も 重

要 で あ る 。 権 利 擁 護 委 員 の 方 の お 話 は 伺 え な か っ た が 、 相 談 室 長

か ら の 報 告 は 、 た い へ ん き め 細 か く 子 供 の 立 場 に 立 っ て 相 談 に の

っ て い る と 感 じ た 。 パ ワ ー ポ イ ン ト に あ っ た 言 葉 を そ の ま ま 引 用

す る 。  

「 相 談 の 特 徴  

● 子 ど も の 声 に 耳 を 傾 け 、 子 ど も を 育 て る 保 護 者 の 苦 悩 に 寄 り 添

う だ け で は な く 、 問 題 の 解 決 に 向 け て 、 公 的 第 三 者 機 関 の 立 場 で

具 体 的 ・ 個 別 的 な 救 済 活 動 を 行 う こ と が 大 き な 特 徴 と な っ て い ま

す 。 （ 下 線 原 文 の ま ま ）  

● 「 そ の 子 ど も に と っ て 一 番 い い こ と は 何 か 」 を 判 断 基 準 に し 、

子 ど も の 気 持 ち に 寄 り 添 い な が ら 、 子 ど も そ れ ぞ れ が 自 ら の 道 を

力 強 く 歩 ん で い く た め の 援 助 を 目 指 し ま す 。  

● そ れ は 時 に 、 大 人 た ち の 責 務 を 問 い 、 子 ど も に は 勇 気 を 出 し て

困 難 に 向 き 合 う と い う 課 題 を 提 示 す る こ と に も な り ま す 。 」  

日 常 的 に 「 こ こ ろ の 鈴 」 が 相 談 を 受 け 、 月 ２ 回 の 子 ど も の 権 利

擁 護 委 員 会 で す べ て の 事 例 に つ い て 処 遇 を き め る と い う 形 に な っ

て い る と い う こ と で あ る 。  

 今 後 流 山 で も 子 ど も の 権 利 に 関 す る と り く み が す す ん で い く と

思 う が 、 こ の よ う な 第 三 者 機 関 が 不 可 欠 で あ る と 考 え る 。  

（ ３ ）  長 野 市 「 障 害 者 に や さ し い お 店 登 録 制 度 事 業 に つ い て 」  

 障 害 の あ る 人 を 特 別 視 す る こ と な く 、 障 害 の あ る 人 が 安 心 し て



サ ー ビ ス を 利 用 で き る 「 心 の バ リ ア フ リ ー 」 の 気 持 ち の あ る 店 を

「 長 野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 」 と し て 登 録 し て も ら い 、 障 害 の

あ る 人 の 社 会 参 加 を 応 援 し て い く も の 。 平 成 ３ ０ 年 か ら プ ロ ジ ェ

ク ト が 始 ま り 、 令 和 ２ 年 に 事 業 が ス タ ー ト 。  

 説 明 に 、 市 の 担 当 職 員 の ほ か 、 聴 覚 障 害 の あ る 「 優 し い お 店 プ

ロ ジ ェ ク ト 委 員 長 」 の 方 が 参 加 さ れ て 、 手 話 通 訳 付 き で ご 意 見 を

述 べ ら れ た 。 当 事 者 が 関 わ り そ の 声 を 反 映 し な が ら す す め て い る

の が 素 晴 ら し い と 思 っ た 。  

 店 舗 の 側 か ら み て 、 階 段 が あ る な ど の 施 設 面 の 改 善 が で き な く

て も 、 「 心 の バ リ ア フ リ ー の 気 持 ち の あ る 店 」 な ら 登 録 で き る と

い う の は 、 ハ ー ド ル が 下 が っ て よ い と 感 じ た が 、 ま だ 十 分 浸 透 は

し て い な い と の こ と だ っ た 。  



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名    坂 巻 儀 一      

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  

令和６年１１月１１日（月）～同１３日（水）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  
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４  所 感 等  

 （ １ ） 市 民 と 地 域 ・ 行 政 が 一 体 と な り 健 康 づ く り に 取 り 組 む こ

と に よ り 、 健 康 寿 命 の 延 伸 を 図 り な が ら 活 力 あ る 甲 府 市 を 創 っ て

い く と と も に 、 そ の 方 向 性 を 揺 る ぎ な い も の に す る た め に 「 健 康

都 市 宣 言 」 を 令 和 元 年 ９ 月 １ ９ 日 に 制 定 さ れ た 。 内 容 と し て は 、  

１ ． 自 分 の 健 康 は 自 分 で 守 り 、 日 頃 か ら 心 と 体 の 健 康 管 理 に 努 め

ま す 。  

１ ． 家 庭 や 学 校 で の 健 康 教 育 を 通 じ 、 子 ど も た ち の 健 康 づ く り に

努 め ま す 。  

１ ． 地 域 の 人 々 の 交 流 に よ り 仲 間 意 識 を 高 め 、 地 域 全 体 で 協 働 に

よ る 健 康 づ く り に 努 め ま す 。  

１ ． 地 域 と 企 業 が 連 携 し 、 地 域 ぐ る み で 健 康 に 働 け る 環 境 づ く り

に 努 め ま す 。  

１ ． 良 好 な 生 活 環 境 の 維 持 向 上 を 図 り 、 市 民 と 地 域 の 健 康 づ く り

を 応 援 す る ま ち の 実 現 に 努 め ま す 。  



と し て い る 。 た だ 健 康 都 市 宣 言 を 掲 げ た だ け で は な く 、 現 在 に 至

る ま で に 様 々 な 事 業 に 取 り 組 み 、 ま た そ れ ら の 検 証 結 果 に よ り 次

の 事 業 へ 繋 げ て い く 実 践 的 な 健 康 づ く り が な さ れ て い る 。  

 

 （ ２ ）「 松 本 市 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 」制 定 ま で の 経 過 は 、

平 成 2 0 年 度 の 子 供 の 権 利 に つ い て 調 整 会 議 を 開 催 か ら 始 ま っ た 。

そ の 後 に 子 ど も 部 設 置 、 松 本 市 子 ど も の 権 利 検 討 委 員 会 が 設 置 さ

れ 平 成 2 4 年 度 に 条 例 が 制 定 さ れ 2 5 年 度 に 条 例 が 施 行 さ れ た 。 同

年 度 に 松 本 市 子 ど も に や さ し い ま ち づ く り 委 員 会 が 設 置 さ れ 松 本

市 子 ど も の 権 利 相 談 室 こ こ ろ の 鈴 が 開 設 さ れ た 。  

 こ こ ろ の 鈴 は 子 ど も の 権 利 擁 護 委 員 に よ り 運 営 さ れ る 子 ど も の

権 利 相 談 室 で あ る 。 相 談 方 法 と し て は 面 談 、 電 話 、 メ ー ル 、 F A X

で 受 付 け 、 子 ど も の 声 を 聞 く こ と に 重 点 を 置 き カ ウ ン セ リ ン グ を

行 い 、 各 種 機 関 と 連 携 し 、 調 整 を し て 子 ど も の 状 況 が 改 善 す る ま

で 支 援 し 続 け る と い う 。 こ れ ら の 取 り 組 み は 子 ど も 達 が 逃 げ 込 む

場 を 作 っ て あ げ る 素 晴 ら し い 取 り 組 み で あ る 。 ま た 子 ど も 達 の 声

を 聞 い て い く と 学 校 内 で の い じ め の み な ら ず 家 庭 内 で の D V に 関

し て や 教 職 員 と の 関 係 に つ い て も 相 談 が あ る と い う 。 高 校 生 か ら

の 声 の 一 例 と し て 、 家 族 か ら の 暴 力 的 な 言 動 が 普 通 だ と 思 っ て い

た と こ ろ 、 虐 待 の 授 業 を 受 け て こ れ が 当 た り 前 で は な い こ と に 気

づ い て 辛 い 思 い を し て い る な ど も あ っ た と い う 。 如 何 に 子 ど も 達

の 本 音 の 声 を 聞 き 出 し て あ げ る か が 重 要 と 感 じ た 。  

 た だ 、現 在 の 取 り 組 み は 実 践 的 で 素 晴 ら し い 取 り 組 み で あ る が 、

子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 の 制 定 ま で の 経 緯 や 苦 労 を 質 問 し て も 、

制 定 当 初 の 担 当 者 が 既 に 誰 も い な い と い う 事 で 聞 き 取 れ な か っ た

こ と は 少 し 残 念 で あ っ た 。  

 

 （ ３ ） 長 野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 登 録 制 度 の 事 業 概 要 は 、 障

害 の あ る 人 を 特 別 視 す る こ と な く 、 障 害 の あ る 人 が 安 心 し て サ ー

ビ ス を 利 用 で き る 「 心 の バ リ ア フ リ ー 」 の 気 持 ち の あ る 店 を 「 長

野 市 障 害 者 に や さ し い お 店 」 と し て 登 録 し て も ら い 、 障 害 の あ る

人 の 社 会 参 加 を 応 援 し て い く も の で あ る 。既 に コ ン ビ ニ 、飲 食 店 、

銀 行 は も と よ り 様 々 な 分 野 の お 店 が 登 録 店 と な っ て い る 。 お 店 の



構 造 上 、 階 段 を ス ロ ー プ に す る こ と 等 、 物 理 的 に 無 理 で あ っ て も

心 の バ リ ア フ リ ー と い う 点 で 賛 同 し 登 録 す る こ と は 可 能 で あ る 。

し か し な が ら 、 登 録 に お 願 い の 活 動 を 行 っ て い る 際 に も 聴 覚 障 害

者 で あ る 協 議 会 役 員 達 が 強 圧 的 に 入 店 を 拒 否 さ れ た り と 悔 し い 思

い 、 辛 い 思 い も さ れ て き た と 聞 き 、 活 動 を 拡 げ る 苦 労 と 全 て の 事

業 者 か ら 賛 同 を 得 る の は 難 し い 問 題 で あ る と 認 識 し た 。  


